
奈良山第 53 号紫の調査
平城宮跡発掘調査部

3r;. pえ7,;;J仕·；：1·’ tこ月l L、た瓦は， ほとんどが奈良

111 ri：・｜凌て‘焼かれたといわれている。7：，.·の北方

にj主って苛底をつくる奈良山は ， -B＼＇｛』";i45～140

mのゆるやかな丘陵地で， 大部分は，，l林と原

貯である。

窯跡はこの丘陵のなかにあって， 奈良市・

京都府相楽1tll木津IIIT・同制翠IIIJvこまたがって

分布している。現在までに50基以上発見され

ていて， なかでも奈良市中山IIりとあ！β（!illlJi：吃谷

には， あわせて半数ちかし、集跡が存在し， 分

布の小心をなしている。これら紫跡は， 主と

して平野に而した斤ー｜凌侃に立地する傾向にあ

り， 宅地· IB:k!HなどのIJM発ではやく71'1滅した

ものも多数あると考えられる。

これまでに先制などによって窯｛判的造の釘l
Jtl 

られるものには， 乾才？のZ去り�＼と，

ti1 l同 平主主1J1W53口；実配世間
.lf 2 

奈良市歌[4:i.lllJの平突がある。しかし，千,JJ＇・ r.kJ山土と同ZWA

の瓦を発見したのは， わずかにr1-,,1,111r付近の散布地があるのみで， j」態については不明な.＇.＇�

が多し、。

｜昭和1391f, この奈良，，，任｜凌において01地を造成する計画が， 円本｛t宅公団によって立てら

れた。j告｝1.li:而引は610h日で， 丘陵の半分以上のJよさを占め， 完成H抑こは人口75,000人の都市

となる。

日jJ也内には多数の泣跡、が存不Eすることが予想されたため， 工·J;:に先だって， Fl木住宅公団

の委託研究として分布訓読をおこなった。その紡民， :1湖、の他にも古墳・寸跡、なとが16ケ所

以上発見された。 このうち， 団地内第8号地点（53号；史）は瓦の散布が知られるのみで， Jll 

跡のiii：怖が不明であったため，可h・n行に；開校して悦めることになった。調子午にあたり， 奈良�.�

教'l'Y委只会内にτ 1z以団地内第8号地点調託委只会をt,'il瓦し，llf{和45年7月20日から同 1r s Fl 

3111まで， 発抑制:i'f.を宍施した。発J市！の結果， 3 i/占の：T；跡と多数の玉V·k点官と向型式の瓦を発

見した（ 3 ii山の：？制；J:t.JUII『iに53ー 1 ・ II · Illりおと11-f-..S九〉。以下調布の慨要を報告する。

53号窯は奈良，，｜のほぼrj:i央で， 東問に玉t；る支谷のII＼口近くにある。 この谷は， 東でI何；It

に延び
、

る大支谷に辿っており， 南方へ抜けると実跡からτ，i.以7JJ;へは約2 kmの距向mになる。！？；

跡は， 7.KIIIからj己似の1J\Uこまで比�·：j約20mの斤．陵THt'I ITH• I 1Jlliに立j也し， 初日：：m～84111の目＼lに
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ある。行政区画のうえでは奈良市山陵町15 85～1 に屈している。

発掘に先だってボーリング調査をおこない， その結果をもとにトレンチを設定した。発見

した窯跡のうち， I i号禦は最も新しく， l号窯の灰原下から発見したH号窯がこれに次ぎ，

｜｜号%によって破I裂されていた日i号無が最も°i!"il、。各窯の詳細｜｛土次のようである。

l号窯 3誌の京以；のうちi訟も日L、所に｛立位し， 館山しf',j)先制jで即日8 4m である。 砂礁

のJ也11 lをベースにした全長7.5mの笠り紫である。)J'61瓦rniの長さは奥佳から 4.5m ， 燃焼部の

長さは約 2m が残っている。天井はすべて：－；作下し， 傾斜変換部の前後lm は地すべりのため

完全に崩j裂していた。

燃焼却は側壁をまったく失ない， わずかに木炭と灰のJi�加する:11｝肢が残るだけである。焼

け方はにぶく， ほとんどわからなし、。 焚口と推定できる部分の 前方約 5 mは ほぼ平坦であ

る。これは祭休を掘った｜探の排土を利用したもので， いわゆる前庭部にあたり， 窯焚きの作

業場である。ゴiJ·氏には灰原へ続く掛7）（.総が設けてあり，百件の中には瓦を敷L、ている。

焼）ili;＼守j＼（士床 l陥2mで， 長さ4.5mが残存している。床而は当初，i也山を階段状に削り出して

っくり， のちに2回にわたって瓦と粘土をm し 、て補修しており， 合計3 I習が区別できる。最

終の床而には，比日l. 3mの間に10 段の階段が残っている。階段は主として丸瓦を航に並べて

「r=ってある。床而傾斜は10度強で， 延長すると燃焼部との1111で段孫ができる。側壁は， 左側

で1土下部約25cmの1111は地111を利用し， 上部はレンガブロ ックを杭む。 レンプ＇i:0'1みの表而を

あ＇i土て・上塗りした部分もある。レンプfはスサ入り粘土を固めたもので， 長さ30cm, I陥25cm,

厚さ7cmほどのものが多L、。発掘rjコに観察したところでは， このレンガ のほとんどはー而の

みから火を受けており， 天円で1生燥させたままで用いたと考えられる。レンガを杭むための

掘りブ1が側壁外ブj60cmから掘られていた。右側壁はj也山監が10cmの日さに残るのみで， レソ

tn 2図 ；名跡Iii土軒丸 ・平瓦

ガ wみは不明である。

奥崎もレンガを使って築き， 左端で60cm， 右端で

は10cmの�·：1さに残っていた。中央で， 床而から平瓦

を立てて， 幅25cm, �·：iさ30cmの脱出し穴をあけてい

る。煙迫－は上方へ約90cm残っていた。

灰原は焚口から下方へ扇形に広がっていて， 侭f'iii

は現水田下まで達している。灰原の左右の広がりは

最も大きい部分て‘約 12mある。灰層は厚い部分で80

cmほどで， 木山， ！火の少ないのが注意された。

なお， 灰原からは多数の瓦がH1土した。瓦は平以

宮軒並LTL6 30 8・613 3, �q：平瓦 6 682�刊式Ct(; 2図）の

ものとこ種の鬼瓦（第5図）のほか， 多J，）：の丸. ，，λ 

TLがある。
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平城111 ms 3号窯の羽子f

釘！ 3図 [I号WI；分焔tl：と天井

H号窯 ｜号無の京日'i4 m， 一段 1氏し、 l 号窯灰

活用下から検11\した。全長約 6 m, ロス トルの1!lf,l、形

式の可！.�で， ひとまわり大きな抑りブ7を持つ。窯イ小

l土良好な保存状態で， ！'k成fftlと燃焼ffj;では天井の－

;';iiが成作し築＇.＃Uirl�をまIIることができた。

焚口の床師は約lmで， 焼成主へ水平に延び て

1.6mに広がる。 紫口1liT方にはノ、の字にひらき， 1J〔

L、Tlill必imへ続き， TliT陸部のTHTは急激に下って灰原と

なるの 燃：）;i't;-';H床而はオレンジ色を皐し， 竪く此けし

まっていた。小傑と木炭の川府によって介計3閉に

｜孟別でき， 各床のj享さは約10cmで司ある。fl!IH遣は1!iliり

/jの内OIJJに位き土をして整形し， ス サ入り料iニ仁をJ二

盗りして仕上げる。天井も同様にWi土を民Iiりつけて

ある。床から天井までの日さは約lmである。燃此宝と焼！主主とは30crniiiJの段務で‘1�：分され

ており， 両者の川には前任50cmほどの分的伯ーが立って天井まで注している。分的れは ，JtF平瓦

を数枚介わせて心とし， スサ入りWi二iこで巻いてつくる。

抗，ix:室（:t， 床i
7

1iは！拠出まで延長約2.5m, 1j1日l.Smである。 ロス トルミ：干の施設はなL 、
O ill'（料

は少なく， 2 .5mの川で約10cm日くなるだけーである。 （HI店主は左側でーは約90cmの刊さに残って

おり， 分1れれの近くで天::JJ：とあれ、ている。 布fHIJ日.！は10cmの日さに成るのみであった。 これ

は， 瓦を取りIllす際に， 右(JIJH!；！がわを峻したためと想像される。fl!IJ控と天井は， ノシ 瓦また

は平瓦の！日jにスサ入りあlj土をはさんて町｛み上げ， さらに�Vi土をWiって内壁とする。掘り方は

汗灰色粘土の地山を切っており，｛II.I］位との11\Jに木山と瓦を合んだ泥土がつまっている。天井

部は瓦をもち送りに砧み， 瓦と瓦の川はスサ入りあli:IこでおIi強している。 床而からの刊さは

l.2mである。

奥壁は左端で"40cm， 右端でlOcml'.-1の日さに残っている。床而からlOcmJ二で·3本の州11\しが

II＼て， J二ブ7
・
で・ 1本にまとまっているo nYUI ＼ しは， ！発ほからIL\てすぐに約401立のf?J )J:[でl.5m

のび， さらに垂直にちかく lmたちあがって地表にIL\る。 地表でuヌLTLを立ててII\ IJを rm

い， il�iれるのを｜勿いでいる。

Ill号窯 II号窯の下に置なっている去り窯で， ご主体後半；＇.fi\(:tJ也｜｜｜くりぬきである。 燃焼

却とがL成部の 一部は， ｜｜号窯の桃築により破壊されていた。 羽{T-Jd(:J4. 5mで， 州りII＼しま

での保杯状態は良好である。

焚口と燃焼日1＼はまったく不明であるが， H号・焦燃焼室の床而下でj也山との11\liご木JJ<J円を認

めたので， Ill 0・兜の燃焼部もH Y手荒とほぼ同｛訂白とHf，定した。従って， Jl1iJ,定部の状況はH号

怒と似たものとなる。右THTI定miには灰原へ続く脱水併があったot,Vi'はTfJ:4をj也山に銅ってあり，

- 39 一



奈良国立文化財研究所介ニ幸R

会
（

14図 I· II· Ill号z突iJllJ区l
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平城山第5 3号黙の日l,\I JF. 

部庇には平瓦J:
ー

を！放いてある。 この部は付近の府庁：からみて， Ill号無に伴うものと判断し

た。併の右ではj也山が念、に上がりwとなる。布古iI庭·;';iiは孜－く， 2 m)lらずである。左，HI!在部

はなだらかな傾斜で灰原へ続く。

此！ぷ;filは奥ほから3.5mの川が成っている。現 ι品大l町2 m， 天井までの市さ1.2111で－ある。

床而lは附段状に作るが， 残存·;';iiのiliT
、
j＇.：と後

、
rで吋幣えブJがJ\1る。すなわち ， iiiJ

>
l'.:.0.5mの11\I！よ

丸瓦を｜慌に；l立ベ s 後半ではスサの入らない粘土をi置いて｜相変とする O T,1－：而削料は約22皮ある。

後半では階段が 7段残り，天井，（lllJqともに原形をととdめていた。背灰色粘土地JI lをくりぬい

たままで， Niりつけ等の補修はなし、。なお， m号；恨の床而下ではもう一回の床而を認めた。

その床は幅l.2mでIll号無のものより狭く，抑り凹めたj也JIJをそのまま利用して階段状に作ら

れていた。床の延長は，II号窯をはじめとする上府 iliWiを破峻しないため， 追求し々かった。

！処監は約50cmの�·：
；

』さであるo :filli/Hしはf�I：径30cmで， 天チドリI央の！た壁際から{J:,fめ後方へ約50

cm延び
．

る。j也lIJくりぬきである。床而から先端iまでの『：Iさは現状で約lmをill.IIる。

灰原はH・lll号然の区別はできなかった。検II＼した部分て‘
のJ，立大1p;,i 6 m， 炭化物を合んで

.＇！.＼色を旦：する;';ii分のl平さ約lmある。

まとめ 3訟の窯跡からは多数の瓦を発見した。 各実ごとの，，q：瓦の川七，.＇i.数は知一表の

ごとくである。 このうち， �：休としたものは， �t 休1J,J， あるいは茨口， jjiJ陸部付近で発見し

たもので， L、ずれの：？；跡に属するか航尖に判定できるものである。11<.I京へ合めたものの内に

は， 表土や灰Wiのよ而で先見したものもあるが， II\ -1.した地点と！日l （から， いずれの京跡に

伴うかj(主定した。

3 t，巳の！？慢は， し、ずれも同施のtF.FJ,Lを焼いていて， 実ごとの｜夫｝］IJはできなL、コ特にl・111}

紫では， それぞれの窯体内から同箔の鬼瓦がIJ ＼土している。この鬼瓦は， エp：以宮内· i:H37i':欠

;il,'.J:i1F.II＼土のものと向型式である。！Ii.\ブL瓦のうち6133ー Iく型式は， ＇＠，
＂
11-Jでは完形，fi'dJ�II＼二｜：して

おらず， 型式を確定できなかったもので， 本然Ill土によって明らかになった。

知51羽 ；ti跡／1\土 w.. 冗

利平｝［，は6682型式の一種顕である。 発見

したものはすべてJIIJ紋顎で ， 段顎はなし 、。

全j毛をiil·iJtlJできるrj I には34cm（立のj苓いもの

がある。本黙ではこれら4級の刺丸瓦と，

-fmの判平瓦が同11-!j,にがLかれ， セット｜見l係

にある。

今までのところ， γ－城宮内ではこれらの

1ji.rf［がまとまってII: -I：した地域はなし、。窯

跡が単独で仔前：することも考えあわせると

本主はさしかえのための瓦を焼し、た可能性

が強tし、といえる。
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3基の窯が111－－＂→l号察のJI僚に築かれたことは先にのベた。 それぞれが桃造を奥にしな

がらも同箔の瓦を焼L、ているところから， 各祭は短期間のうちに連続して営まれたと考えら

れる。

l号祭にみた日乾レンガを使用する例は， 古く結楽町乾谷で発見された主主り窯がある。乾

谷は最初にふれたごとく， 平城宮瓦窯の分布する中心地にあたる。 この瓦窯の焼成部は，fllll

:!I！をレンガで床而から天井まで和み上げ， 床而には丸］［，を｛裁に並べた痕跡があるO ff瓦はI.U

土していないが53- I号窯と構造が類似している。

日乾レンガ， または石材などのブ ロ ックを悩んだ瓦窯のうち， 宮造営に関係あるものには
an at i 

m主原宮所用日高山瓦窯と，藤原宮瓦窯ではないかといわれる南浦三堂山瓦窯がある。日高山花

窯は平窯て・， 構造は53-11号紫に似ている。焼成部はすべて「時」を小口駅みに恥み上げたも

のである。 南行ll三堂山瓦窯のうち1 ;JJ;は，·flllJ:!l.t基底部を切石で·:fj'iみ， その上にEl乾レンプfを

梢み上げていた。 日 l；をレンガ等のプ ロ ックを使用して瓦祭を築く方法は， 今述べたわず
．

かな

例でも登り窯と平窯の両方にあることがわかる。頗例の少ない僻造ーなので， 将来花窯｜問の関

係を追求する手がかりとなろう。

特異な構造の53-H号窯は， 平而形がFl�·:i1 I JJ:[;1�に類似しており， ロス トルの無い点や，3

本の:JillHUしを持つ桃j告からみても， 両者は非常に近し、。 すなわち， 円高l IJTL祭の発展したも

のがH号 ；.＜？：；とw；訓ljできるのである。 H号窯では分;1$�H：・を設けていたが， これはFl ,:';j I LJTL楽に

比べて燃焼室が高し、ため， 焼成室との問で炎をしぼる必要があったと}JJ，われる。照1-1-＼しが低

し、位置から川るのも， これに関係するのであろう。

H号窯ののちに築かれたl号窯が， 平窯の形をとらず， 伝統的な主主りま：の形式を採JrJして

いるのは， 瓦窯における登り集から平窯への移行が一斉におこなわれたのではなく， そのH,:J

にかなりの試行制誤の過程があったことを示している。

なお， 平城団地内の遺跡保全については， 緑地として残される一部を｜徐けば， 必ずしも充

分な処置がとられているとはいえなし、。 団地造成地区外にある窯跡ltrが， この造成によって

波及的に犠牲になる公算は大である。早急に保護の手を加える必要があるといえよう。

悔j京末治・赤；怯俊秀「1l1JI!li；村乾谷の瓦＇�日ii:」（五-um1n

史知名勝天然記念、物;Jl,\J'lf.報告窃！141111 1933) 

篠沢一夫「昆瓦の変遜」〈世界考古学大系 4 1962〕2 

網干普教「.fli!l京rl'i飛；；？］＇！Ill）
＇
口市山瓦窯跡」（奈良県文化財3 

耳I.I'！空報告iri負ヲ 5 割S 19日2)

4 泉森｛氏「I何百Ii三盆ii 1瓦；漁跡、遺跡」Clll,l脊だより No. I ';,'i 

良県教育委民会 1971)

（八！
＇l ＇，＂［－・西村 /,It) 

第1表 型式別瓦1u土状況
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